
 

 

 
 

一般国道 415号羽咋バイパスⅡ期区間の開通式について 
 

 

一般国道４１５号は、石川県羽咋市と富山県氷見市を結ぶ県際道路として、両地域

間の経済、観光、文化など様々な交流を支えるとともに、災害時の緊急輸送道路にも

指定されている重要な幹線道路である。 

 

このうち、羽咋市兵庫町から神子原町に至る７．４ｋｍの区間について、平成８年

度から羽咋バイパスとして事業着手し、これまでに羽咋市兵庫町から宝達志水町杉野

屋間のⅠ期区間３．７ｋｍを供用させ、今般、残る宝達志水町杉野屋から羽咋市神子

原町間のⅡ期区間３．７ｋｍが完成し、開通式を迎える運びとなった。 

 

本区間の開通により、山間部を貫き最短距離で結ぶトンネルも完成し、地域の安全

で円滑な交通が確保されるほか、のと里山海道や能越自動車道へのアクセスも向上し、

地元羽咋市・宝達志水町をはじめ、中能登地域全体の発展に大いに寄与するものと考

えている。 

 
 

【事業概要】 
路 線 名：一般国道４１５号 

区  間：宝達志水町杉野屋～羽咋市神子原町 地内 

                ６．０ 

事業内容：Ｌ＝３．７ｋｍ、Ｗ＝６．５（８．５）ｍ 

 

【開 通 式】 
日  時：令和５年１０月２８日（土） 午後１時～ 

場  所：羽咋市神子原スポーツセンター（羽咋市神子原町地内） 

主  催：石川県 

 

石川県土木部道路建設課 
担当 西山（内線 5041） 
   神﨑（内線 5047） 
TEL 076-225-1721 

令和 5年 10月 26日 

訂 正 
１０月２５日に提供しまし
た資料について下記のとお
り訂正します。 


